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小
川
小
学
校
の
校
歌
の
中
に
は
、
「
♪

庭
の
桜
木
年
古ふ

り
て
そ
の
昔か

み

し
の
ぶ
碑

い
し
ぶ
み

の
苔こ
け

む
す
面

お
も
て

文
字
か
す
か
由
緒
は
深
し

小
川
校
」
と
い
う
歌
詞
が
あ
り
ま
す
。

校
歌
の
中
に
歌
わ
れ
て
い
る
碑
は
小
川

小
学
校
の
校
門
を
く
ぐ
っ
た
右
側
に
あ

る
「
水
戸
小
川
稽
医
館
碑
」
の
こ
と
で

す
。

　

こ
の
碑
に
あ
る
稽
医
館
と
は
、
文
化

元
年

(

一
八
〇
四

)

、
小
川
村
の
郷ご

う

い医
（
町

医
者
）
で
あ
っ
た
本ほ

ん

ま

げ

ん

た

く

間
玄
琢

(

一
七
五
五

―
一
八
二
四

)

が
創
設
し
た
医
学
修
練

所
で
、
小
川
小
学
校
の
敷
地
内
に
あ
り

ま
し
た
。
館
で
は
、
近
郷
の
郷
医
た
ち

が
集
ま
り
、
毎
月
五
日
と
二
十
日
に
定

例
の
研
究
集
会
を
開
催
し
て
、
治
療
法

の
検
討
や
医
療
実
習
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。

　

「
小
川
稽
医
館
草
設
の
医
生
名
簿
」
に

よ
る
と
、
郷
医
た
ち
は
、
水
戸
、（
竹
原
）

中
郷
村
、
井
関
村
、
玉
造
村
お
よ
び
青

柳
村
な
ど
の
各
地
か
ら
参
加
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

稽
医
館
の
碑
は
、
高
さ
１
６
０
㎝
の

平
石
に
漢
文
に
て
刻
ま
れ

て
い
る
顕け

ん
し
ょ
う
ひ

彰
碑
で
す
。
建

立

は
、

創

設

者

で

あ

る

玄

琢

晩

年

の

文

政

元

年

(

一
八
一
八

)

二
月
二
日

で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、

稽
医
館
以
前
の
歴
史
、
稽
医
館
創
設
の

由
来
、
医
道
の
心
得
な
ど
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

撰せ
ん
ぶ
ん文(

文
章
を
つ
く
る
人

)

は
、
水

戸

藩

南

郡

の

郡

奉

行

小こ

み

や

ま

ふ

う

け

ん

宮

山

楓

軒
、

篆て
ん
が
く額(

篆
字
で
彫
っ
た
題
字

)

が
水
戸

藩
小こ
し
ょ
う
が
し
ら

姓
頭
で
能の

う

ひ

つ

か

筆
家
と
し
て
有
名
で

あ
っ
た
鵜
殿
広
生
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

天
保
十
二
年

(

一
八
四
一

)

、
第
九
代

水
戸
藩
主
徳
川
斉
昭
は
、
文
武
両
道
を

教
育
方
針
と
し
た
藩
校
弘
道
館
を
創
設

し
ま
す
。
安
政
五
年

(

一
八
五
八

)

、
稽

医
館
は
、
藩
校
弘
道
館
の
指
導
下
に
置

か
れ
、
名
称
も
小
川
郷ご
う
こ
う校
と
改
名
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
稽
医
館
時
代
の
伝

統
は
受
け
継
が
れ
、
医
学
振
興
も
重
視

さ
れ
ま
し
た
。

　

稽
医
館
の
碑
は
、
小
学
校
の
敷
地
内

に
あ
り
ま
す
の
で
、
間
近
で
は
見
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
小
川
資
料
館
に

碑
の
拓
本
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。


